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まちの 題●話

待ちに待った収穫の秋

国道周辺の美化に尽力 生け花の装飾で駅を美しく

色とりどりの個性が一つに

ひとりひとりが成長を見せました

元気いっぱい「いらっしゃいませ！」

－3－

会　　　計　　　名 歳 入 歳 出 歳入歳出差引額

一　　般　　会　　計 92 億 8,653 万円 90 億 5,822 万円 2億 2,831 万円
特　　別　　会　　計 15 億 4,301 万円 15 億 1,194 万円 3,107 万円
国  民  健  康  保  険 6 億 4,788 万円 6億 2,475 万円 2,313 万円
後 期 高 齢 者 医 療 1億 6,515 万円 1億 6,368 万円 147 万円
介護保険サービス 513 万円 513 万円 0万円
公　共　下　水　道 7億 1,808 万円 7億 1,363 万円 445 万円
地  方  卸  売  市  場 677 万円 475 万円 202 万円

全　　　会　　　計 108 億 2,954 万円 105 億 7,016 万円 2億 5,938 万円

❹ 人と人とのつながりがあるまち
社会教育　青少年教育事業 1,114 万円

❺ 安全に暮らせるまち
街路防犯灯設置・維持費補助金 1,578 万円
住宅改修助成金 856 万円

❻ 次の世代に引き継げるまち
役場庁舎建替事業 1億 7,944 万円
旭ケ丘総合公園
わんぱく広場トイレ整備事業 2,556 万円D

合同納骨塚新設事業 444 万円

平成 29年度

決算報告
　地方自治法第 243 条の 3第 1項、倶知安町の財政事情説明書の
作成及び公表に関する条例に基づき、平成 29 年度の町財政の決算
をお知らせします。ここで挙げた数字は、一般会計、特別会計と
水道事業会計の 29 年度決算額です。各会計の決算額は、監査委員
による関係書類の審査を経て町議会に提出し、9月定例町議会で、
審議・認定されました。
　また、併せて 30 年度予算の上半期（4－ 9月）の執行状況をお
知らせします。

◇ 一般会計および特別会計　決算額総括表

❶ 一人ひとりを大切にするまち
地域医療体制の整備事業 1億 2,142 万円 A
予防接種事業 3,414 万円

❷ 子どもが心身ともに健やかに育つまち
統合保育所整備事業 10 億 5,536 万円 B
認定こども園施設整備事業費補助金 2億 7,744 万円
子ども・子育て施設型給付 2億 1,730 万円
地産地消食育推進施設
（学校給食センター）運営事業 1億 7,397 万円 C

❸ やる気いっぱいのまち
農業振興事業 2,234 万円
商店街活性化事業補助金 1,380 万円

平成 29 年度に実施した事業とその決算額の一部を紹介
します。

●A 

●C

●B

●D

主 な 事 業

収益的収支（水道水を各家庭に送るための費用） 資本的収支（施設の建設・改良のための費用）
収入（消費税込み）

区　　分 決 算 額
工事負担金 281 万円
他会計負担金 2,501 万円
不 　足 　額
（補てん財源）2億 396万円

計 2億 3,178万円

支出（消費税込み）

区　　分 決 算 額
建設改良費 1億 5,388万円
企　 業 　債
償　 還 　金 7,790 万円

計 2億 3,178万円

収入（消費税除く）

区　　分 決 算 額
水 道 料 金 2億 5,720万円
他会計負担金 652 万円
その他収益 1億 977万円
計（ a ） 3億 7,349万円

※人件費は非常勤職員分除く

支出（消費税除く）

区　　分 決 算 額
人 　件 　費 4,877 万円
減価償却費 1億 713 万円
維持管理費 4,784 万円
支 払 利 息 2,220 万円
そ 　の　 他 4,264 万円
計（ b ） 2億 6,858万円

経常利益 (a-b) 1 億 491 万円

◇  水道事業会計　決算額総括表
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一般会計の
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■　国保税

■　町　税

◇ 町税の内訳 ◇ 町税と国保税の収納率の推移
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◇ 一般会計決算額と地方交付税の推移　

（年度）
※ 21 ～ 29 年度は決算額、30 年度は当初予算額

　歳入総額は前年度に比べ約 3.2％、約
3億 1千万円の減少となりました。主な
要因は、交付対象となる事業に対する
国、道支出金の減少や、財源確保のた
めの町債発行額の減少などが挙げられ
ます。
　歳入の主要な柱となる町税は、不動
産業、観光業を中心にした企業収益が
引き続き好調であることによる町民税
の増加や、新築住宅件数の伸びによる
固定資産税の増加などにより約 3 億
1 千万円増加しています。一方で、歳
入の中で町税と並んで大きな割合を占
める地方交付税については、町税の伸
びが大きかったこともあり、約 1 億 7
千万円減少しています。
　また、町税と国保税の収納率はここ
数年、上昇傾向にあることが下のグラ
フからわかります。
　今後も、町としての新たな財源の確
保も視野に入れながら、健全な財政運
営を図っていきます。

■　一般会計決算額（歳出）

そ　の　他

町　　　税

普通交付税

特別交付税

歳入

平成 29 年度 決　算　額 構成比 対前年度増減
町 民 税 12 億 460 万円 45.0％ 2 億 3,346 万円
固定資産税 11 億 5,026 万円 42.9％ 7,728 万円
町たばこ税 1億 7,010 万円 6.4％ ▲ 487 万円
都市計画税 8,145 万円 3.0％ 175 万円
入 湯 税 3,848 万円 1.4％ 353 万円
軽自動車税 3,395 万円 1.3％ 172 万円
合 計 26 億 7,884 万円 ―― 3億 1,287 万円

歳入総額は減少となるも
主要な柱「町税」は増加傾向

自主財源 ＝  町が自主的に徴収する財源

依存財源 ＝  国や道から交付される財源

※円グラフの（　）内の数字は構成比

町税（28.8％）
26 億 7,884 万円

諸収入（2.7％）
2億 4,761 万円

分担金および
負担金（0.8％）
7,358 万円

使用料および
手数料（1.9％）
1億 8,170 万円

繰越金（3.2％）
2億 9,312 万円

その他（4.6％）
4億 3,320 万円

地方交付税（24.2％）
22 億 4,393 万円

地方譲与税（1.0％）
9,085 万円

国庫支出金（10.1％）
9億 3,495 万円

道支出金（4.4％）
4億 954 万円

町債（14.3％）
13 億 3,101 万円

その他の交付金など（4.0％）
3億 6,820 万円

歳入総額
92 億 8,653 万円

前年度より
3億 1,097 万円減少

入歳

人件費（14.3％）
12 億 9,649 万円

物件費（15.6％）
14 億 1,465 万円

維持補修費（5.3％）
4億 8,160 万円

扶助費（11.1％）
10 億 848 万円

補助費など（10.2％）　
9億 2,054 万円

普通建設事業費（22.8％）
20 億 7,712 万円

災害復旧費（0.1％）
1万円

公債費（7.9％）
7億 1,639 万円

積立金（3.8％）
3億 4,297 万円

投資および出資金・貸付金（0.2％）
1,500 万円

繰出金（8.7％）
7億 8,497 万円

前年度より
2億 4,616 万円減少

歳出総額（性質別）
90億 5,822 万円

一般会計の
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民生費

208,434 円
土木費 総務費 教育費

90,365 円 73,484 円 54,908 円
公債費 衛生費 消防費

45,262 円 43,536 円 22,283 円
農林水産業費 商工費 その他

議会費
労働費

災害復旧費

15,210 円 11,252 円 7,557 円
※平成 30 年 3月末現在の人口 1万 5,828 人から算出

　歳出総額は前年度に比べ約 2.7％、約
2億 5千万円の減少となりました。
　消費的経費は、地産地消食育推進施
設（学校給食センター）給食調理業務
の委託事業の増加などにより約 7千万
円増加、子ども・子育て施設型給付事
業や臨時福祉給付金事業などの支出に
より約 4千万円増加し、全体として約 1
億 3千万円増加しています。
　投資的経費は、統合保育所（くっちゃ
ん保育所ぬくぬく）整備事業や認定こ
ども園施設整備交付金事業、道路改良
事業、役場庁舎建替関連事業などを行
いましたが、地産地消食育推進施設（学
校給食センター）建設事業などを行っ
た前年度と比較すると、全体として 4
億 1千万円減少しています。
　また積立金では、今後予想される役
場庁舎の建設に備え、役場庁舎建設基
金が約 5千万円増加しています。全体
として約 6千万円の増加となり、3億 4
千万円を基金へ積み立てしています。
　今後も、事務事業の見直しも含め、
効率的・効果的な財政運営に努めます。

町民一人あたりに使われたお金
57 万 2,291 円　

（前年度より 1万 5,258 円減少）

統合保育所整備事業の実施
役場庁舎建替に備え積立金が増

※円グラフの（　）内の数字は構成比

※円グラフの（　）内の数字は構成比

平成 29年度

決算報告

出歳

消費的経費

投資的経費
支出の効果が資本形成に向けられ、道路や施設な
ど将来残るものに支出される経費

支出の効果が単年度、極めて短期間で終わるもの
で投資的経費以外の経費

その他経費
消費的経費、投資的経費にあたらない経費

　51億 2,176 万円

　20 億 7,713 万円

　18 億 5,933 万円

教育費（9.6％）
8億 6,909 万円

土木費（15.8％）
14 億 3,030 万円

消防費（3.9％）
3億 5,269 万円

商工費（2.0％）
1億 7,809 万円

議会費（1.1％）　
9,639 万円

総務費（12.8％）
11 億 6,311 万円

災害復旧費（0.1％）
1万円

労働費（0.2％）
2,321 万円

公債費（7.9％）
7億 1,639 万円

衛生費（7.6％）
6億 8,909 万

農林水産業費（2.6％）
2億 4,075 万円

民生費（36.4％）
32 億 9,910 万円

歳出総額（目的別）
90 億 5,822 万円
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※平成 30 年 3月末現在の 1万 5,828 人から算出

ふるさと応援寄附でもらえる返戻品の例

■　水道会計

◇ 町債（借金）残高の推移
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※ 21 ～ 29 年度は決算額、30 年度は当初予算額（見込み）
　 21 ～ 30 年度は「臨時財政対策債」を含む

■　一般会計

■　下水道会計

　平成 29 年度、倶知安町では統合保育所（くっ
ちゃん保育所ぬくぬく）整備事業に基金（貯金）
を活用したほか、役場庁舎建設基金に約 1 億
6,800 万円を積み立てました。
　町債（借金）とは、町が大きな事業を実施す
るにあたり借り入れるお金のことで、平成 29
年度は、統合保育所（くっちゃん保育所ぬくぬ
く）整備事業に約 7億 9,500 万円を借り入れま
した。また、歳出の公債費によりこれまでの町
債の元金償還を進めています。

借金　80 万 2,317 万円貯金　11 万 6,576 万円

29 年度末残高 対前年度増減
公共下水道 36 億 631 万円 ▲ 1億 9,634 万円

臨時財政対策債 34 億 1,168 万円 1,525 万円
公営住宅 12 億 6,813 万円 ▲ 5,682 万円
児童福祉施設 10 億 5,690 万円 9億 60 万円
道路・公園 8億 6,685 万円 ▲ 2,129 万円

地産地消食育推進施設
（学校給食センター） 8億 3,110 万円 0万円

小・中学校 5億 1,499 万円 ▲ 6,174 万円
上水道 3億 8,441 万円 ▲ 7,790 万円

農業・林業 1億 2,814 万円 ▲ 668 万円
その他 6億 3,057 万円 ▲ 9,077 万円
計 126 億 9,908 万円 4億 431 万円

◇ 町債（借金）残高の内訳

土地　1,659 万 9,995㎡
公用・公共用地　23％
山林・原野など　77％
（対昨年度　1万 9,137㎡減）

建物　12万 9,537㎡

庁舎・公営住宅など 187 棟

（対昨年度　1,169㎡増）

基金（貯金）　
18億 4,517 万円

（対昨年度　185 万円増）

これまでいただいた寄附金のうち 8,287,000 円を平成 29 年
度のさまざまな事業に有効活用させていただきました。

活　用　し　た　事　業 金　　額

・ごみ減量化、リサイクル事業 2,484,476 円

・じゃがりん号運行事業 2,193,763 円

・統合保育所整備事業 1,774,566 円

・美術館振興事業 1,004,654 円

・「スキーの町」振興に関する事業 600,000 円

・救急医療等体制整備事業 137,424 円

・旭ケ丘公園管理事業   56,634 円

・スポーツ振興事業 18,200 円

・新規就農サポート事業 8,250 円

・障がい者福祉事業 3,488 円

・下水道事業繰出金 3,007 円

・旭ケ丘保健保安林管理事業 2,538 円

8,287,000 円

積　立　先 件　数 金　　額

ふるさと応援基金 2143 件 22,629,287 円

教育振興基金 199 件 2,105,281 円

2342 件 24,734,568 円

　ふるさと応援寄附金は、まちづくりを応援しよ
うとする人から寄附金を募り、これを財源として
各種事業を実施することを目的に平成 21 年度に創
設されました。いただいた寄附金は一度基金とし
て積み立て、その後さまざまな事業に有効活用し
ます。

町民一人あたりの

金貯 と 借

附

金

金寄ふるさと応援

データから見る

■実質赤字比率 早期健全化基準              財政再生基準 
一般会計などの赤字の程度を指標化し、財
政運営の深刻度を示すものです

15%  注意エリア 20%   危険エリア

■連結実質赤字比率 すべての会計の赤字や黒字を合算し、町全
体としての赤字の程度を指標化し、財政運
営の深刻度を示すものです

20％  注意エリア 30％  危険エリア

■実質公債費比率
借入金の返済額などの大きさを指標化し、
資金繰りの危険度を示すものです

25%  注意エリア 35%   危険エリア

■将来負担比率 借入金など、将来支払っていく可能性のあ
る負担の大きさを現時点で指標化し、将来
財政運営を圧迫する可能性が高いかどうか
を示すものです

350% 注意エリア

■資金不足比率    経営健全化基準 公営企業として実施している事業ごとの資
金不足額を指標化し、経営状況の深刻度を
示すものです

20% 注意エリア

財政健全 財政悪化

前年度 7.0％

前年度 71.1％

倶知安町
7.3％

倶知安町
78.1％

　平成 29 年度決算を基に「財政健全化
法」の規定による財政の健全化判断比
率を算定した結果、当町の財政状況は
いずれの指標においても健全であると
いう結果が出ました。

前年度 0％

前年度 0％

前年度 0％

倶知安町
0％

倶知安町
0％

倶知安町
0％
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会　　　計　　　名 予 算 額（ A ) 収入済額（ B ) 執行率
B / A 支出済額（ C ) 執行率

C / A
一　　　般　　　会　　　計 81 億 4,351 万円 38 億 9,255 万円 47.8％ 31 億 8,479 万円 39.1％

特

別

会

計

国 民  健  康  保  険  事  業 5 億 3,775 万円 2億 9,517 万円 54.9％ 2 億 8,665 万円 53.3％
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 1 億 7,701 万円 7,250 万円 41.0％ 4,797 万円 27.1％
介 護 保 険 サ ー ビ ス 事 業 480 万円 119 万円 24.8％ 95 万円 19.8％
公  共  下  水  道  事  業 7 億 3,199 万円 3億 1,198 万円 42.6％ 2 億 4,098 万円 32.9％
地  方  卸  売  市  場  事  業 588 万円 440 万円 74.8％ 40 万円 6.8％
公 共 用 地 先 行 取 得 事 業 ――――― ――――― ―― ――――― ――

水
道
事
業

資 本 的
収　入 3,997 万円 0円 0.0％ ――――― ――
支　出 2億 5,425 万円 ――――― ―― 8,653 万円 34.0％

収 益 的
収　入 3億 5,096 万円 1億 5,243 万円 43.4％ ――――― ――
支　出 3億 1,336 万円 ――――― ―― 5,882 万円 18.8％

会　　　計　　　名 繰越予算額（ A ) 収入済額（ B ) 執行率
B / A 支出済額（ C ) 執行率

C / A
一 般 会 計 1,223 万円 605 万円 49.5％ 663 万円 54.2％

公共下水道事業特別会計 ――――― ――――― ―― ――――― ――

※繰越明許費：事業の性質など、何らかの事由によって、当該会計年度内に支出が終わらない見込のあるものについて、限度額を定め、議会の議決を得て翌年
度に限り使用できる予算のこと

◇予算執行状況 ( 上半期 4－ 9月 )

◇平成 29 年度からの繰越明許事業執行状況 ( 上半期 4－ 9月 )

平成 30年度予算執行状況

平成29年度

決算報告

財 政



■手当制度
内 容 支 給 額

扶

養

○扶養親族のある職員に対して
・配偶者：月額 10,000 円
・子　　：月額 8,000 円／ 1人
・その他：月額 6,500 円／ 1人

　（配偶者なしの場合）
　　うち 1人　・子　　：月額 10,000 円

・その他：月額    9,000 円
・特定扶養：満 15 ～満 22 歳の扶養親族がある場合は

5千円加算

1,463 万円

住

居

○住宅などを借り受け、月額 12,000 円を超える家賃な
どを支払っている職員に対して
・借家など：家賃月額 1/2（上限 27,000 円）

1,724 万円

時
間
外
勤
務

○正規の勤務時間を越えて勤務することを命じられた
職員に対して

　【勤務日】（原則 1日 3時間以内）
・勤務 1時間当たり給与額× 1.25

　【週休日】（原則代休振り替え）
・勤務 1時間当たり給与額× 1.35

4,216 万円休
日
勤
務

○祝日、年末年始の休日などに勤務することを命じられ
た職員に対して（原則代休振り替え）
・勤務 1時間当たり給与額× 1.35

夜
間
勤
務

○正規の勤務時間として 22 ～ 5時の間に勤務する職員
に対して
・勤務 1時間当たり給与額× 0.25

期

末

○ 6月 1日、12 月 1日に在籍する職員に対して
・ 6 月期：基礎額× 1.225 カ月分
・12 月期：基礎額× 1.375 カ月分

　（役職加算 6級 15％、5・4級 10％、3級 5％）

1 億
5,335 万円

勤

勉

○ 6月 1日、12 月 1日に在籍する職員に対して

・ 6 月期：基礎額× 0.85 カ月分
・12 月期：基礎額× 0.95 カ月分

9,125 万円

内 容 支 給 額
寒

冷

地

○ 11月から翌年 3月の各月初日に在勤する職員に対して
・世帯主（扶養親族あり）　月額 26,380 円
・世帯主（扶養親族なし）　月額 14,580 円
・非世帯主 月額 10,340 円

1,574 万円

管
理
職

○管理、監督の地位にある職員（主幹職以上）に対して
・給与月額×課長職 8％、主幹職 6％ 1,122 万円

管理
職員
特別
勤務

○管理職員が臨時、緊急の必要、その他の公務の運営の
必要により、週休日か祝日、年末年始の休日などに勤
務した場合
・課長職：1回 8,000 円
・主幹職：1回 6,000 円

44 万円

特

殊

勤

務

○著しく危険、不快、不健康、困難な勤務、その他著し
く特殊な勤務に従事し、給与上特別の考慮を必要とす
る職員に対して
・税務手当（もっぱら町税の徴収事務に従事する職員）月額 5,000 円
・上記職員以外で町税の徴収などの事務に従事した
職員：日額 500 円
・感染症防疫業務手当：日額 500 円
・野犬捕獲業務手当：日額 500 円
・行旅病人取扱手当：1件 500 円
・行旅死亡人収容手当：１件 1,000 円
・火葬業務手当：日額 1,000 円
・家畜防疫業務手当：日額 500 円
・徴収手当（水道料金など）日額 500 円
・停水処分手当：日額 800 円
・緊急出勤手当：1回 600 ～ 800 円

21 万円

通

勤

○通勤距離が片道 2Km以上の職員に対して
・交通機関を利用している場合：運賃などの相当額
・自動車などを使用している場合：2,000 ～ 31,600 円

82 万円

－8－

「倶知安町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」
に基づき、町職員の前年度（平成 29 年度）の給与、勤務
条件などの状況についてお知らせします。

■人件費の状況（29年度一般会計決算、特別職を含む）

歳 出 総 額
（ A ）

人　件　費
（ B ） 前年度比 人件費率

（ B/A ）

90億 5,822万円 12億 9,649万円（共済費負担など含む）
+1,658万円
（1.30％） 14.31％

■職員人件費（職員数は 29 年 4月 1日現在、給与費は 29 年度決算額）

職員数 職　　員　　給　　与　　費 1人当たり
給　与　費退職 採用 給　　料 期末勤勉手当 その他手当 計

一般行政職 159 人 8人 3人 5億 8,375 万円 2億 2,316 万円 9,799 万円 9億 490万円 545万円
技能労務職 7人 0人 0人 2,582 万円 961万円 415万円 3,958 万円 565万円

計 166 人 8人 3人 6億 957万円 2億 3,277 万円 10,214 万円 9億 4,448 万円 569万円

■給料・年齢（29年4月1日現在）

■特別職・町議会議員の給料・報酬（月額）

三 役 議 員
町　　長 副 町 長 教 育 長 議　　長 副 議 長 議　　員

給料・報酬 700,000 円 600,000 円 550,000 円 268,000 円 218,000 円 179,000 円

期末手当 6月期：2.025 月　12 月期：2.175 月
役職加算 15％

6月期：2.1 月　12 月期：2.3 月
役職加算 15％

一般行政職

29 万 7,938 円
40.4 歳

人件費

歳出総額 90 億 5,822 万円のうち

12 億 9,649 万円
技能労務職

30 万 6,243 円
46.7 歳

　一般行政職の初任給は、大学卒
17 万 9,200 円、高校卒 14 万 7,100
円としており 2 年後の給料はそれ
ぞれ 19 万 1,100 円、15 万 5,500 円
としています。これらは国家公務
員と同額です。
　また、大学卒の給料は経験 20 年
で 33 万 6,500 円、経験 25 年で 37
万 9,800 円とし、高校卒の給料は
経験 20 年で 29 万 2,900 円、経験
30年で39万8,100円としています。
（平成 29 年 4月 1日現在）

（平均） （平均）

■勤務する曜日、1日の勤務時間

町職員は毎週月～金曜
日（国民の祝日に関す
る法律で定めた休日、
12 月 31 日～ 1 月 5 日
を除く）を勤務日とし
ています
※勤務時間は、8時 45 分～ 17 時 30 分（うち休憩時間 12 ～ 13 時）

休
憩
時
間

勤務時間 勤　務　時　間

13:00 17:30

8:45 12:00 休暇は年次有給（年間
20 日、繰り越しを含め
ると最大 40 日）、産前・
産後、介護、育児、ボ
ランティアなど 22 種類
あります

■職員の分限、懲戒処分

処分内容 処分者 処　分　理　由

降　任 0人

免　職 0人

休　職 2人 心 身 の 故 障

分限処分者（本人に不利益が生じる処分）
処分内容 処分者 処　分　理　由
免　職 0人
停　職 0人
減　給 0人
戒　告 0人

懲戒処分

■職員の服務
許可件数

営利企業等
従 事 許 可

営利を目的とする私企業・
団体の役員、その他の地
域を兼ねる

0件

自ら営利を目的とする私
企業を営む 0件

報酬を得る事業・事務 2件

■級別職員数（一般行政職等、29 年 4月 1日現在）

1 級　定型的な業務を行う職務
2級　高度な知識、経験を必要とする業務を行う職務
3級　①係長、主査の職務

②困難な業務を処理する主任の職務
③特に高度な知識、経験を必要とする業務を行う職務

4級　特に困難な業務を処理する係長、主査の職務
5級　主幹職の職務
6級　課長職の職務

■職員の福祉と利益保護の状況
福利厚生事業

団 体 名 概 要 公 的 負 担

北海道市町村職員共済組合
組合員である職員の掛金と使用者である自治体の負担金を財源として、組合員およびその
家族の生活の安定と福祉の向上に寄与するとともに、公務の能率的運営に資することを目
的としています。

1億 9,421 万円

北海道市町村職員福祉協会 会員（職員）と家族の福祉の増進と生活安定のため、また共済組合の事業を補完するさま
ざまな事業を行っています。 43 万円

倶知安町職員福利厚生会

職員相互の親睦と福利厚生の向上を図ることを
目的に設置されました。事業内容は①・②のと
おり。
公費負担額＝ 358 万円（29 年度実績）

①健康管理事業 ②元気回復事業
レクリエーションの実施と体育
グループなどへの活動費助成

種 類 受 診 者 受 診 率
総　合　健　診 120 人 94.3％
ミニドック健診 34 人 68.0％

その他の項目を含め、「人事行政の運営などの状況」については町公式WEB サイトでも公表しています
      http://www.town.kutchan.hokkaido.jp/town_administration/jinji_syokuin/jinji_joukyou/

－9－

1 級

26 人

2 級

19 人

3 級

48 人

4 級

38 人

5 級

19 人

6 級

16 人

一般行政職等
166 人

20.6％

職員の年次有給休暇取得率

平均取得日数　8.0 日／人

（前年度 21.2％）

URL
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覧
日
、
氏
名
、
住

所
な
ど
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま

た
、
資
料
の
複
写
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は

有
料
で
す
。

　

詳
し
く
は
町
HP
ま
た
は
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
ま
で

問
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

☎
56
―
８
０
１
８

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

で
す
。
児
童
虐
待
と
は
身
体
的
虐
待
や
性

的
虐
待
、
ネ
グ
レ
ク
ト
や
心
理
的
虐
待
な

ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。
ま
た
、
し
つ

け
が
行
き
過
ぎ
る
こ
と
も
虐
待
に
あ
た
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

出
産
や
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
が
あ
る

　
　

の
あ
る
方

・
猟
友
会
に
入
会
し
、
町
が
行
う
鳥
獣

捕
獲
に
５
年
間
従
事
す
る
方

・
町
税
に
滞
納
が
な
い
方

■
補
助
対
象
経
費
／
狩
猟
免
許
試
験
申
請

手
数
料
な
ど

■
補
助
金
額
／
補
助
対
象
経
費
の
10
分
の
８

詳
し
く
は
農
林
課
畜
産
林
政
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
農
林
課
☎
56
―
８
０
１
０

　

日
用
品
、
お
も
ち
ゃ
、
服
、
ハ
ン
ド
メ

イ
ド
品
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。
一
般
出
店

者
も
募
集
中
で
す
。

■
日
時
／
11
月
16
日
㈮
10
時
30
分
〜
12
時

■
場
所
／
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー

問

w
anpaku-sc@

w
anpaku.sakura.

ne.jp

　

冬
季
、
生
活
道
路
を
確
保
す
る
た
め
、

私
道
な
ど
町
除
雪
対
象
外
道
路
（
会
社
な

ど
の
施
設
構
内
な
ど
を
除
く
）
の
除
雪
を

す
る
地
域
住
民
に
対
し
、
除
雪
業
者
へ
の

委
託
金
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。

■
対
象
／

○
住
宅
３
戸
以
上
で
行
う
延
長
30
㍍
以
上

の
車
両
通
行
可
能
な
道
路
の
除
排
雪

○
次
に
該
当
す
る
自
力
除
雪
が
困
難
と
民

生
委
員
が
認
め
た
町
民
税
非
課
税
世
帯

が
行
う
延
長
30
㍍
以
上
の
車
両
通
行
可

能
な
道
路
の
除
排
雪

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯

②
心
身
障
が
い
や
疾
病
な
ど
の
世
帯

○
酪
農
家
が
行
う
延
長
が
１
０
０
㍍
以
上

の
乳
牛
運
搬
用
道
路
の
除
雪

■
補
助
金
／
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
対
象

■
日
時
／
11
月
18
日
㈰
９
時
〜
17
時

■
受
講
対
象
／
満
18
歳
以
上
の
救
急
法
救

急
員
の
資
格
を
有
す
る
者
で
一
定
の
ス

キ
ー
技
術
を
有
す
る
方

■
場
所
／
東
地
域
会
館
（
北
3
東
7
）

■
受
講
料
／
７
０
０
円
（
当
日
）

■
申
込
期
日
／
11
月
7
日
㈬
ま
で

赤
十
字
救
急
法
救
急
員
養
成
講
習

　

急
病
・
け
が
の
手
当
、
搬
送
お
よ
び
救

護
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

■
日
時
／
12
月
8
日
㈯
〜
9
日
㈰
９
時
〜

17
時

■
受
講
対
象
／
救
急
法
基
礎
講
習
修
了
者

■
場
所
／
総
合
体
育
館
２
階
研
修
室

■
受
講
料
／
１
７
０
０
円
（
当
日
）

■
申
込
期
日
／
11
月
28
日
㈬
ま
で

　

町
内
の
各
小
・
中
・
高
校
の
代
表
８
人

が
「
一
日
議
員
」
と
な
っ
て
、
児
童
・
生

徒
の
視
点
か
ら
町
長
や
教
育
長
に
質
問
を

し
ま
す
。
議
長
、
事
務
局
長
も
、
中
学
生

が
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
11
月
23
日
㈮
13
時
30
分
〜

■
場
所
／
役
場
３
階
議
場

問
公
民
館
☎
22
―
４
１
５
１

　

農
作
物
の
被
害
防
止
の
た
め
有
害
鳥
獣

の
捕
獲
に
必
要
な
狩
猟
免
許
を
新
た
に
取

得
し
た
方
に
、
要
し
た
経
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

■
狩
猟
免
許
の
種
類
／

・
第
一
種
銃
猟
免
許

・
わ
な
猟
免
許

■
対
象
条
件
／

・
倶
知
安
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録

一
般
世
帯
向
け
（
家
族
向
け
）

・
羊
蹄
団
地
（
北
3
東
7
）
2
階
、
4
階

2
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

2
戸

　

応
募
に
は
必
要
書
類
、
所
得
制
限
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
問
合
せ
。

問
建
設
課
住
宅
係
☎
56
―
８
０
１
２

　

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

で
は
、求
職
中
の
障
が
い
者
の
入
校
生（
訓

練
期
間
1
年
ま
た
は
2
年
）
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

■
願
書
受
付
期
間
／
11
月
1
日
〜
20
日

■
選
考
日
／
12
月
３
日

詳
し
く
は
、
国
立
北
海
道
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校
ま
た
は
最
寄
り
の
公
共
職
業

安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎
０
１
２
５
―
52
―
２
７
７
４

　

日
常
生
活
の
中
で
け
が
や
急
病
、
交
通

事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
、
け
が
人

な
ど
を
医
師
に
引
き
継
ぐ
ま
で
、
ま
た
は

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
の
正
し
い

対
処
法
を
学
ぶ
講
習
で
す
。

問
日
本
赤
十
字
社
倶
知
安
町
分
区
（
町

　

住
民
環
境
課
生
活
安
全
係
内
）
☎
56
―

　

８
０
０
５
（
FAX
23
―
２
０
４
４
）

■
申
込
方
法
／
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

生
年
月
日
を
添
え
て
「
日
本
赤
十
字
社

倶
知
安
町
分
区
」
宛
て

赤
十
字
雪
上
安
全
法
救
助
員
養
成
Ⅰ

ス
キ
ー
の
基
本
、
雪
上
で
の
事
故
者
の

救
助
技
術
な
ど
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

－11－

第
16
回
全
町
子
ど
も
議
会

平
成
31
年
度
入
校
生
募
集

赤
十
字
講
習
会

私
道
等
除
雪
費
用
補
助

狩
猟
免
許
の
取
得
経
費
補
助

わ
ん
ぱ
く
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
バ
ザ
ー

教
科
用
図
書
に
係
る
採
択
資
料
の

公
表
に
つ
い
て

「
児
童
虐
待
」
か
も
と
思
っ
た
ら



☎

－12－

方
は
、
児
童
相
談
所
や
町
に
気
軽
に
相
談

く
だ
さ
い
。児
童
虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
お
電
話
を

【
児
童
相
談
所
全
国
共
通
3
桁
ダ
イ
ヤ
ル
】

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

※
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能
で

す
。
連
絡
者
や
そ
の
内
容
に
関
す
る

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

　

10
月
１
日
付
け
で
町
の
人
権
擁
護
委
員

に
次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

・
菊
地　

勇　

さ
ん

　

地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の
3
第
1

項
、
羊
蹄
山
麓
環
境
衛
生
組
合
財
政
事
情

説
明
書
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例

に
基
づ
き
、「
平
成
30
年
度
組
合
予
算
の

上
半
期
（
4
―
9
月
）
の
執
行
状
況
」
お

よ
び「
平
成
29
年
度
の
組
合
決
算
の
概
況
」

に
つ
い
て
、
役
場
掲
示
場
に
て
公
表
し
て

い
ま
す
。

問
羊
蹄
山
麓
環
境
衛
生
組
合

☎
22
―
０
２
１
１

個
人
事
業
税
（
第
二
期
）
の
納
期
限
は
11

月
30
日
㈮
で
す

　

個
人
事
業
税
は
、
個
人
で
事
業
を
行
っ

て
い
る
方
に
納
め
て
い
た
だ
く
道
税
で
あ

り
、
税
額
は
、
昨
年
の
事
業
所
得
か
ら
算

出
さ
れ
ま
す
。
納
税
通
知
書
に
よ
り
、
8

月
と
11
月
の
2
回
に
分
け
て
納
め
ま
す
。

（
年
額
が
1
万
円
以
下
の
場
合
は
、
8
月

の
納
期
に
全
額
を
納
め
ま
す
）

問
後
志
総
合
振
興
局
税
務
課

☎
23
―
１
３
３
１

法
人
道
民
税
等
の
申
告
等
を
電
子
で

　

法
人
道
民
税
・
事
業
税
お
よ
び
地
方
法

人
特
別
税
の
申
告
お
よ
び
各
種
申
請
・
届

出
を
電
子
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご

利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
地
方
税
ポ
ー
タ
ル

シ
ス
テ
ム
（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／

http://w
w
w
.eltax.jp/

■
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／

http://w
w
w
.pref.hokkaido.lg.jp/

sm
/zim

/dshinkoku/
問
札
幌
道
税
事
務
所
税
務
管
理
部
課
税
第

　

一
課
☎
０
１
１
―
２
８
１
―
７
８
３
４

11
月
は「
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間
」

　
「
労
働
保
険
」と
は「
労
災
保
険
」と「
雇

用
保
険
」
の
総
称
で
、
労
働
者
の
生
活
の

安
定
、
福
祉
の
増
進
な
ど
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
国
が
直
接
管
理
運
営
し
て
い
る

保
険
で
す
。農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
き
、

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事
業
に
つ

い
て
は
、
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
加
入
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
と
な

る
よ
う
、
ま
だ
労
働
保
険
に
加
入
し
て
い

な
い
事
業
者
の
方
は
速
や
か
に
最
寄
り
の

労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
公
共
職
業
安
定

所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
で
相
談
く
だ
さ
い
。

問
北
海
道
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収

　

課
☎
０
１
１
―
７
０
９
―
２
３
１
１

「
北
海
道
働
き
方
改
革
推
進
支
援
・
賃
金

相
談
セ
ン
タ
ー
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た

　

労
務
管
理
・
企
業
経
営
の
専
門
家
が
、

無
料
で
雇
用
管
理
改
善
や
就
業
規
則
の
見

直
し
な
ど
の
技
術
的
助
言
・
提
案
を
行
い

英
語
観
光
案
内
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

ま
す
。
詳
し
く
は
北
海
道
労
働
局
HP
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

URLhttps://jsite.m
hlw
.go.jp/

hokkaido-roudoukyoku/

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
０
０
―
９
１
９
―

　

１
０
７
３

中
退
共
制
度

　
「
中
退
共
制
度
」
は
国
が
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
、
中
小
企
業
の
加
入
し
や
す
い
退

職
金
制
度
で
す
。

■
掛
金
は
全
額
非
課
税
、
一
部
を
国
が
助

成
、
手
数
料
も
不
要
で
有
利
で
す

■
社
外
積
立
型
な
の
で
管
理
の
手
間
が
か

か
り
ま
せ
ん

■
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や
家
族
従
業
員
も
加

入
で
き
ま
す
（
事
業
主
と
生
計
を
一
に

す
る
同
居
の
親
族
の
み
を
雇
用
す
る
事

業
所
の
従
業
員
も
加
入
で
き
ま
す
）

■
他
の
退
職
金
や
企
業
年
金
制
度
と
の
資

産
移
換
も
可
能
で
す

問
（独）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
中
小
企
業

　

退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
03
―
６
９
０
７
―
１
２
３
４

　

司
法
書
士
に
よ
る「
相
続
」お
よ
び「
遺

言
」
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
11
月
21
日
㈬
、
13
時
30
分
〜
15

時
30
分

■
場
所
／
札
幌
法
務
局
俱
知
安
支
局
会
議

室
（
南
1
東
3
俱
知
安
合
同
庁
舎
）

■
申
込
方
法
※
要
予
約
／
札
幌
法
務
局
倶

知
安
支
局
☎
22
―
0
２
３
２

■
主
催
／
倶
知
安
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

■
対
象
／
町
内
の
高
校
に
通
学
す
る
生
徒

か
町
内
在
住
の
高
校
生

■
日
程
／
英
語
や
観
光
案
内
に
関
す
る
講

義
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
11
月
〜
12
月
に

行
い
、
平
成
31
年
1
月
か
2
月
の
土
日

に
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
予
定（
調
整
中
）

■
賞
品
／
優
勝
者
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

研
修
旅
行

問
よ
う
て
い
法
律
事
務
所
（
渡
邉
）

☎
21
―
６
２
２
８

北
海
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

事
業
者
（
使
用
者
）
の
皆
様
へ

未
来
に
つ
な
ぐ
相
続
登
記
セ
ミ
ナ
ー

人
権
擁
護
委
員
に
つ
い
て

羊
蹄
山
麓
環
境
衛
生
組
合
財
政
運

営
の
状
況
に
つ
い
て

11
月
9
日
は
「
１
１
９
番
の
日
」
で
す

　

皆
さ
ん
は
正
し
い
１
１
９
番
の
か
け
方

を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

場
所
や
状
況
を
正
し
く
伝
え
ら
れ
な
い

と
、
消
防
車
、
救
急
車
の
現
場
到
着
が
遅

れ
、
被
害
が
拡
大
し
た
り
、
助
か
る
命
が

助
か
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
火
事
・
救
急
の
別
／
「
火
事
で
す
」・「
救

急
で
す
」
を
は
っ
き
り
伝
え
る

■
場
所
／
町
名
・
住
所
は
正
し
く
伝
え
る

※
目
印
に
な
る
施
設
や
公
園
、
隣
家
の

名
前
な
ど

■
火
災
や
事
故
・
傷
病
者
な
ど
の
状
況
／

火
事
や
事
故
、
体
調
が
悪
い
人
や
け
が

人
な
ど
の
状
況
を
正
し
く
伝
え
る

■
通
報
者
の
氏
名
・
連
絡
先
／
「
名
前
は

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ま
ち
の
事
件
簿
ー
地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

平成 30年 平成 29年
人　身 21件 18件
物　損 551 件 427 件
死　者 0名 0名

平成 30年 平成 29年
火　災 6件 10件
救　急 617件 657件
救　助 27件 19件
その他 107 件 141 件

○
○
○
で
す
。
電

話
番
号
は
○
○
―

○
○
○
○
で
す
」

　

も
し
も
の
際
は
落

ち
着
い
て
、
正
確
に

通
報
し
ま
し
ょ
う
。

±

主
な
事
件

▽
窃
盗
（
空
き
巣
）
事
件
の
発
生

一
般
住
宅
か
ら
現
金
が
盗
ま
れ
る
空
き

巣
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
窃
盗
（
車
上
ね
ら
い
）
事
件
の
発
生

駐
車
車
両
内
か
ら
現
金
が
盗
ま
れ
る
窃

盗
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
窃
盗
事
件
の
発
生

畑
か
ら
農
作
物
が
盗
ま
れ
る
事
件
が
あ

り
ま
し
た
。

交
通
事
故

▽
9
月
7
日
、
国
道
5
号
を
共
和
町
方
向

に
進
行
中
、
一
時
停
止
の
あ
る
交
差
点
か

ら
出
て
き
た
車
両
と
衝
突
す
る
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。

▽
9
月
18
日
、
町
道
に
お
い
て
駐
車
場
か
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憲
法
改
正

ら
出
て
く
る
車
両
と

町
道
を
走
行
す
る
車

両
が
衝
突
す
る
事
故

が
発
生
し
ま
し
た
。

☎



－14－

こ ど も の ひ ろ ば
　

将
来
、
高
速
道
路
の
利
用
者
と
な
る
子

ど
も
た
ち
に
、
バ
ス
乗
車
体
験
な
ど
を
通

じ
て
、
高
速
道
路
の
利
便
性
・
快
適
性
を

感
じ
て
も
ら
う
こ
と
や
、
土
木
技
術
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
う
ほ
か
、
高
速
道
路
開

通
後
の
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
の
変
化
な
ど

に
つ
い
て
、
考
え
る
機
会
と
し
て
、
し
り

べ
し
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
会

議
（
し
り
べ
し
に
高
速
道
路
を
実
現
す
る

会
）
が
主
催
す
る
「
高
速
道
路
体
験
バ
ス

ツ
ア
ー
」
が
9
月
22
日
㈯
に
開
催
さ
れ
、

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
が
実
施
す
る

「
く
っ
ち
ゃ
ん
ワ
ン
ダ
ー
キ
ッ
ズ
」
に
所

属
す
る
小
学
5
年
生
13
名
の
ほ
か
町
内
の

小
学
校
5
・
6
年
生
18
名
合
わ
せ
て
31
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
公
民
館
を
出
発
し
、

余
市
の
道
の
駅
で
開
会
式
を
行
っ
た
後
、

建
設
工
事
中
の
高
速
道
路
の
現
場
（
余
市

町
登
川
大
橋
（
Ｂ
橋
））
に
向
か
い
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
と
安
全
ベ
ル
ト
を
装
着
し
て
か

ら
、
高
所
作
業
車
に
乗
り
込
み
、
工
事
の

様
子
を
間
近
で
見
学
し
ま
し
た
。

自
転
車
に
乗
り
、
未
開
通
の
高
速
道
路
を
走
る

高
速
道
路
体
験
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施

子育て支援センター（南 3東 5　ぬくぬく内）
☎ 55 ー 8355　FAX 55 ー 8377
開所時間　9時 30 分～ 12 時、13 時～ 16 時
休 所 日　日曜日、祝日、年末年始

　9月 25 日㈫、倶知安農業高校にて北陽小学校 4年
生と農高生による第 4回じゃがいも交流が行われま
した。この交流は、北陽小学校の総合的な学習の時間
の一環として行われているもので、児童はじゃがいも
の種類やおいしい食べ方を調べる他、実際に育てるな
どして、町の特産品について学びます。この交流では、
今年 5月、高校内交流農場にじゃがいもの苗を植え
て以降、同校の協力を得ながら成長観察と収穫を行い
ました。
　この日、児童と農高生はグループごとにフライドポ
テトや肉じゃが、シチューなどの調理をしました。あ
げいもの調理に携わっていた児童は、「じゃがいもの
味がしておいしい」と話し、その後は全員で試食を行

育てて調理し、特産品を学ぶ

12月の広場のお知らせ
あいあい広場（0歳）　　　  12 月   6 日㈭
きらきら広場（1歳）　　　  12 月 13 日㈭
のびのび広場（2・3歳）　　12月 20日㈭
どの広場も 10時から子育て支援センターでクリスマ
ス飾りの制作をします。
■申込／ 11月 5日㈪ 9時 30分～
子育て講座「ウォーク＆ステップ」
■日時／ 12月 11日㈫ 10時～ 11時
■持ち物／飲み物（2人分）、汗拭きタオル
動きやすい服装で参加してください。託児有
■申込／ 11月 12日㈪ 9時 30分～
みんなで昼食会
子育て支援センターで楽しくお弁当を食べましょう。
■日時／ 12月 7日㈮ 11時 30分～ 12時 30分
■申込／ 11月 19日㈪ 9時 30分～
11 月から午後の利用時間が変わります

　

見
学
後
は
、
余

市
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
に
向
か
い
、

そ
こ
か
ら
小
樽
塩

谷
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
ま
で
の
未
開

通
区
間
を
自
転
車

に
乗
り
移
動
し
ま

す
。
道
路
は
平
坦

いました。
　台風などの影響を受け
ながらも立派に育った今
年のじゃがいもの味は、
子どもたちにとって忘れ
られないものになったの
ではないでしょうか。

に
見
え
る
も
の
の
、
緩
や
か
な
起
伏
が
あ

り
、
約
９
㌔
先
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
、
一

生
懸
命
自
転
車
を
こ
ぎ
ま
し
た
。

　

開
通
前
の
高
速
道
路
で
貴
重
な
体
験
を

し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
少
し
疲
れ
た
様
子

で
し
た
が
、
昼
食
休
憩
後
は
元
気
を
取
り

戻
し
た
様
子
で
、午
後
か
ら
バ
ス
に
乗
り
、

走
行
す
る
車
内
で
一
般
道
と
高
速
道
の
同

一
区
間
で
の
移
動
距
離
や
時
間
を
計
測
・

比
較
す
る
こ
と
で
、
そ
の
利
便
性
と
快
適

性
を
体
感
し
、ツ
ア
ー
は
終
了
し
ま
し
た
。

移
動
距
離
と
時
間
の
比
較

※
同
一
区
間
で
計
測

■
一
般
道
／
27
・
2
㌔
㍍
、
41
分

■
高
速
道
／
26
・
3
㌔
㍍
、
20
分

こ
の
こ
と
か
ら
、
高
速
道
を
活
用
す

る
こ
と
で
移
動
距
離
が
９
０
０
㍍
、
移

動
時
間
が
21
分
短
縮
す
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

いきいき健康ライフ

歯
の
ケ
ア
、
④
お
口
周
り
の
筋
肉
を
鍛
え

る
、
⑤
定
期
的
な
専
門
家
の
ケ
ア
、
な
ど

を
正
し
く
行
う
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま

す
。

①
歯
ブ
ラ
シ
を
使
っ
た
歯
磨
き
、
フ
ロ
ス

や
歯
間
ブ
ラ
シ
を
使
っ
た
歯
間
部
清

掃
、
ぶ
く
ぶ
く
30
秒
間
の
口
す
す
ぎ
を

行
い
ま
す

②
義
歯
を
外
し
て
、
歯
を
磨
い
た
後
に
ケ

ア
を
し
ま
す
。
ブ
ラ
シ
で
舌
の
奥
か
ら

な
で
る
よ
う
に
ケ
ア
し
ま
す

③
食
べ
か
す
を
流
水
で
落
と
し
、
義
歯
専

用
ブ
ラ
シ
な
ど
で
丁
寧
に
汚
れ
を
落
と

し
ま
す
。
仕
上
げ
に
義
歯
洗
浄
剤
の
使

用
を
行
い
ま
す

④
深
呼
吸
や
首
の
体
操
、
口
の
開
閉
、
舌

と
唇
の
体
操
、
頬
を
膨
ら
ま
す
、
発
声

な
ど
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
食
事
前
に
行

う
と
良
い
で
し
ょ
う
。
体
操
後
、
30
秒

間
で
３
回
以
上
唾
液
を
飲
み
込
む
こ
と

が
で
き
れ
ば
良
い
状
態
で
す

⑤
か
か
り
つ
け
歯
科
医
師
と
歯
科
衛
生
士

を
持
ち
、
定
期
的
に
専
門
的
な
ケ
ア
を

受
け
、
良
い
状
態
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　

10
月
号
で
、『
健
康
な
状
態
と
日
常
生

活
で
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
介
護
状
態
の
中

間
』
を
指
す
「
フ
レ
イ
ル
」
を
予
防
す
る

こ
と
が
、
介
護
状
態
と
な
ら
な
い
た
め
に

大
切
と
お
伝
え
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に

関
連
し
、
し
っ
か
り
噛
め
な
い
、
う
ま
く

飲
み
込
め
な
い
な
ど
の
お
口
の
機
能
の
衰

え
を
「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」
と
呼
び
ま

す
。オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
が
改
善
す
る
と
、

フ
レ
イ
ル
が
回
復
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

お
り
、
お
口
の
健
康
を
高
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
は
、

・
滑
舌
が
悪
く
な
る

・
わ
ず
か
な
ム
セ

・
食
べ
こ
ぼ
し

・
噛
め
な
い
食
品
の
増
加

以
上
の
状
態
が
あ
る
と
、
該
当
と
な
り

ま
す
。

　

高
齢
に
な
る
と
身
体
機
能
の
衰
え
と
同

時
に
、
お
口
の
中
の
機
能
も
低
下
。
歯
と

歯
周
組
織
が
す
り
減
り
、
歯
肉
が
退
縮

し
、
む
し
歯
や
炎
症
が
起
き
や
す
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
唾
液
の
分
泌
量
が
減
る
た

め
、
お
口
の
中
の
細
菌
が
増
え
た
り
、
義

歯
が
合
わ
な
く
な
り
、
食
べ
物
が
噛
み
に

く
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
ト

ラ
ブ
ル
は
誤ご

え
ん嚥
性
肺
炎
な
ど
の
危
険
性
を

高
め
て
し
ま
い
ま
す
。

　

お
口
の
健
康
を
高
め
る
た
め
に
は
、
①

口
腔
ケ
ア
、
②
舌
と
粘
膜
の
ケ
ア
、
③
義
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お
口
の
健
康
を
高
め
ま
し
ょ
う

「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」
に
な
ら
な
い
た
め
に

　

お
口
の
健
康
を
意
識
し
て
い
ま
す
か
。

北
海
道
で
は
、
平
成
30
年
11
月
８
日
〜
11

月
14
日
ま
で
を
「
北
海
道
歯
・
口
腔
の
健

康
づ
く
り
８
０
２
０
推
進
週
間
」と
し
て
、

80
歳
で
歯
を
20
本
以
上
維
持
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
、
道
民
全
体
で
お
口
の
健
康
を

見
直
す
機
会
と
し
て
い
ま
す
。
町
で
は
、

未
就
学
児
を
対
象
に
、
毎
月
2
回
む
し
歯

予
防
教
室
を
実
施
し
、
歯
科
相
談
や
フ
ッ

素
塗
布
を
無
料
で
受
け
ら
れ
る
機
会
を
設

け
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
歯
の
健
康
を

見
直
す
機
会
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

平
成
30
年
度
「
親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン

ク
ー
ル
」
結
果
発
表

平
成
29
年
度
町
内
３
歳
児
健
診
全
受
診

者
（
１
２
７
名
）
の
歯
科
健
診
結
果
か
ら
、

よ
い
歯
の
基
準
を
満
た
し
た
親
子
１
組
が

６
月
９
日
㈯
、
倶
知
安
保
健
所
に
て
開
催

さ
れ
た
地
方
大
会
へ
出
場
し
ま
し
た
。
倶

知
安
保
健
所
管
内
の
町
村
か
ら
４
組
の
親

子
が
出
場
し
、
本
町
か
ら
出
場
し
た
伊
藤

峻
輔
さ
ん
・
直
汰
君
親
子
が
優
秀
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

よ
い
歯
の
秘
訣
を
聞
き
ま
し
た

　

お
父
さ
ん
の
峻
輔
さ
ん
は
、
気
づ
い
た

時
に
は『
寝
る
前
と
起
き
た
後
の
歯
磨
き
』

が
習
慣
に
な
っ
て
い
て
、
子
ど
も
の
頃
か

ら
今
ま
で
当
た
り
前
に
続
け
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

直
汰
君
は
、
歯
磨
き
が
大
嫌
い
だ
っ
た

11
月
８
日
は
「
い
い
歯
の
日
」

い
く
つ
に
な
っ
て
も
健
康
的
な
歯
で

そ
う
で
す

が
、
ご
両
親

は
歯
磨
き
に

関
す
る
絵
本

を
読
み
聞
か

せ
る
な
ど
工

夫
を
し
な
が

ら
、
根
気
よ

く
毎
日
の
歯

お
口
の
健
康
を
保

ち
、
し
っ
か
り
噛
ん
で

食
べ
、
健
康
長
寿
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

問
福
祉
医
療
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
23
―
０
１
０
０

磨
き
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
よ
い
歯
の
コ

ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
か
ら

は
、歯
磨
き
が
好
き
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

【
む
し
歯
予
防
教
室
】

・
歯
科
健
診
と
歯
科
相
談
。
希
望
者
に
は

フ
ッ
素
塗
布

・
毎
月
２
回
（
今
月
22
日
・
27
日
）

※
「
暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
」
参
照

・
受
付
時
間
／
13
時
〜
14
時
15
分

・
持
ち
物
／
歯
ブ
ラ
シ
、
母
子
手
帳

・
対
象
者
／
歯
が
生
え
た
未
就
学
児

・
料
金
／
無
料

☆
1
歳
６
ケ
月
児
健
診
お
よ
び
３
歳
児
健

診
と
同
時
開
催
で
す
が
、
む
し
歯
予
防

教
室
の
方
は
、
①
歯
科
診
察
②
歯
科
相

談
（
フ
ッ
素
塗
布
）
の
み
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す

問
福
祉
医
療
課
保
健
指
導
係

☎
22
―
１
１
４
４

▲伊藤さんご家族（右上が峻輔
さん、右下が直汰君）
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ＴＯＰＩＣＳ
目
で
見
て
感
じ
る
ま
ち
の
話
題

町
内
施
設
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

町
の
取
り
組
み
や
施
設
、
町
の
動
き
な

ど
を
知
り
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に

も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
町
で
は

2
年
に
一
度
、
町
内
施
設
見
学
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
9
月
広
報
紙
面
お
よ
び
町
内

会
回
覧
で
周
知
を
行
い
、
9
月
５
日
よ
り

募
集
を
開
始
し
、
申
し
込
み
の
あ
っ
た
町

民
35
名
を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

見
学
施
設
は
、
来
年
10
月
に
Ｇ
20
観
光

大
臣
会
合
の
会
場
と
な
る
「
ニ
セ
コ
Ｈ
Ａ

Ｎ
Ａ
Ｚ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
リ
ゾ
ー
ト
」、
本
年
４
月

に
開
所
し
た
「
く
っ
ち
ゃ
ん
保
育
所
ぬ
く

ぬ
く
」、
今
年
で
開
校
１
２
０
周
年
と
な

る
「
町
立
倶
知
安
小
学
校
」
の
３
カ
所
で
、

倶
知
安
小
学
校
で
は
、
学
校
施
設
お
よ
び

授
業
の
見
学
と
併
せ
、
昨
年
４
月
に
稼
働

し
た
新
し
い
「
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」
で

調
理
さ
れ
た
学
校
給
食
の
試
食
を
行
い
ま

し
た
。

Ｇ
20
観
光
大
臣
会
合
に
向

け
た
講
演
会
を
開
催

文
化
賞
・
文
化
奨
励
賞
に

3
氏
が
決
定

　

町
は
、
来
年
10
月
に
本
町
で
開
催
さ
れ

る
Ｇ
20
観
光
大
臣
会
合
に
向
け
た
講
演
会

を
10
月
12
日
㈮
に
町
内
ホ
テ
ル
に
て
開

催
。
こ
の
日
は
、
観
光
庁
の
髙
科
審
議
官

が
「
観
光
先
進
国
を
目
指
し
て
」
と
題
し

た
講
演
を
行
い
、
町
民
ら
約
１
３
０
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
髙
科
審
議
官
は
、
わ
が
国

が
今
後
直
面
す
る
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
の
見
通
し
の
中
で
、
国
際
観
光
に
よ
る

経
済
効
果
の
重
要
性
や
、
Ｇ
20
観
光
大
臣

会
合
で
話
し
合
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
テ
ー
マ

な
ど
に
つ
い
て
話
し
、
最
後
に
開
催
地
で

あ
る
倶
知
安
町
へ
寄
せ
る
期
待
と
し
て
、

こ
の
地
域
が
持
つ
魅
力
的
な
観
光
資
源

を
、
さ
ら
に
磨
き
上
げ
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
話
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
町
民
か
ら
は
質
疑
応
答
の
中

で
、
Ｇ
20
観
光
大
臣
会
合
を
迎
え
る
に
あ

た
っ
て
の
関
係
機
関
の
役
割
分
担
な
ど
に

　

倶
知
安
町
文
化
協
会
（
堀
敏
久
会
長
）

の
文
化
賞
に
1
氏
、
文
化
奨
励
賞
に
2
氏

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

文
化
賞

矢
野
目　

延　

子　

氏
（
声
友
民
謡
会
）

　

平
成
7
年
に
声
友
民
謡
会
に
入
会
以

来
、
例
会
に
は
欠
か
す
こ
と
な
く
出
席
、

研
さ
ん
を
重
ね
て
北
海
道
民
謡
公
認
7
段

を
取
得
し
、
毎
年
、
小
樽
後
志
民
謡
決
勝

大
会
で
賞
を
獲
得
し
て
い
る
。
後
輩
の
指

導
に
も
熱
心
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
会
長

と
し
て
会
の
運
営
と
会
員
の
融
和
を
図
る

な
ど
、
会
の
発
展
に
力
を
注
い
で
い
る
。

　

ま
た
、
文
化
祭
を
は
じ
め
町
の
催
し
に

は
率
先
し
て
参
加
、
発
表
を
通
し
て
民
謡

の
普
及
に
努
め
、
文
化
の
発
展
向
上
に
貢

献
し
て
い
る
。

文
化
賞
奨
励
賞

小
野
寺　

正　

子　

氏
（
鶴
美
会
）

岡　

本　

孝　

義　

氏

　
（
く
っ
ち
ゃ
ん
羊
蹄
太
鼓
保
存
会
）

つ
い
て
質
問

が
あ
り
、
審

議
官
は
「
国

は
も
ち
ろ
ん

関
係
機
関
が

協
力
し
て
、

盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
」

と
述
べ
、
講

演
会
は
終
了

し
ま
し
た
。　

町総合文化祭

■日時／ 11 月 3日（土・祝）
11 時 30 分～

■場所／文化福祉センター

11時 30 分～ 13 時 15 分
芸能発表会（1部）

13 時 30 分～ 14 時 30 分
児童生徒作品展表彰式
文化賞・文化奨励賞授賞式

14 時 40 分～ 17 時 30 分
芸能発表会（2部）

10
月
11
日

㈭
、
参
加
者
は

役
場
に
集
合
し

西
江
町
長
の
挨

拶
と
見
送
り
を

受
け
、
バ
ス
で

最
初
の
見
学
先

で
あ
る
「
ニ
セ

コ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｚ

Ｏ
Ｎ
Ｏ
リ
ゾ
ー

ト
」へ
向
か
い
、

同
リ
ゾ
ー
ト
を
運
営
す
る
㈱
日
本
ハ
ー
モ

ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の
職
員
で
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
出
身
の
ア
ル
ワ
イ
リ
・
マ
リ
ヤ
ム
さ
ん

か
ら
現
在
の
施
設
や
、
今
後
建
設
が
予
定

さ
れ
る
「
パ
ー
ク
ハ
イ
ア
ッ
ト
ニ
セ
コ
」、

新
た
に
新
設
さ
れ
る
予
定
の
リ
フ
ト
な
ど

の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
く
っ
ち
ゃ
ん
保
育
所
ぬ
く

ぬ
く
」
で
施
設
の
説
明
と
保
育
の
様
子
な

ど
を
見
学
し
た
後
、倶
知
安
小
学
校
で
は
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
に
よ
る
施
設
や

調
理
過
程
の
説
明
を
受
け
、
試
食
を
し
ま

し
た
。

　

こ
の
日
の
メ

ニ
ュ
ー
は
、
ご

飯
・
さ
つ
ま
汁
・

小
樽
産
マ
ダ
ラ

の
ザ
ン
ギ
・
ほ

う
れ
ん
草
の
ご

ま
あ
え
・
牛
乳

で
、
参
加
者
か

ら
は
『
給
食
の

時
間
が
懐
か
し

く
、
味
付
け
や
見
た
目
も
と
て
も
良
か
っ

た
』
な
ど
と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
、
試
食

を
終
え
た
参
加
者
は
、
授
業
風
景
の
見
学

や
学
校
施
設
の
説
明
を
教
員
か
ら
受
け
、

こ
の
日
の
見
学
会
を
終
え
ま
し
た
。
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地震からわが家を守りましょう

忘れずに申し込みを！

ブロック塀の安全点検を

　町民誰もが年齢を問わず、自分の体力や能力に合わせ
て参加のできる、住民主体のスポーツクラブ「じゃが太
スポーツクラブ」が、10 月 13 日㈯に秋のイベントとし
て「ニセコ山系を歩く（その２）」を実施しました。
　前日までのあいにくの雨により散策道は歩きづらく
なっていましたが、当日は比較的好天に恵まれ、参加し
た 21 名は、チセヌプリから長沼・神仙沼を巡り、美し
い秋のニセコの景色を眺めながら、散策を楽しみました。
　現在同クラブでは、雪の多い倶知安の冬を楽しむた
め、歩くスキーなどを活用した活動を検討しており、決
まり次第、詳細などを広報紙や折込みなどでお知らせを
する予定です。冬は家の除雪作業などもあり、外で運動

　地震などの影響によるブロック塀の倒壊事故を防ぐた
め、所有する塀の安全点検を実施しましょう。

じゃが太スポーツクラブ

散策でニセコの秋を楽しみました

控え壁

厚さ

高さ

塀の長さ鉄筋

根入れ

　なお、点検の結果、危険
性が確認された場合は、注
意喚起の看板を設置すると
ともに、補修や撤去などの
対策が必要になります。

□ 1. 塀の高さは地盤から 2.2㍍以下か
□ 2. 塀の厚さは 10㌢以上か（2㍍超 2.2㍍以下の場合は 15㌢以上）
□ 3. 塀の長さ 3.4㍍以下ごとに、塀の高さの 1/5 以上突出した控え
壁はあるか

□ 4. コンクリートの基礎があるか　□ 5. 塀に傾き、ひび割れはないか
□ 6. 塀の中に直径 9㍉以上の鉄筋が、縦横とも 80㌢間隔以下で配筋さ
れており、縦筋は壁頂部および基礎の横筋に、横筋は縦筋にそれぞ
れかぎ掛けされているか。また基礎の根入れ深さは30㌢以上か。（1.2
㍍超の場合）※専門家に相談

【補修などの相談先】
（一社）北海道建築士会後志支部（横関建設工業㈱内）
☎ 22 － 0138
（一社）北海道建築士事務所協会後志支部（北の杜建築事務所内）
☎ 21 － 3366

平成 31年度保育施設などの入所申込受付が始まります

　町内の保育所および認定こども園の平成 31 年度から
の入所申込受付が始まります。入所・転所や入園などを
希望される方は、施設により申込方法などが異なります
ので、ご確認の上、忘れずに申し込みください。

くっちゃん保育所ぬくぬく・認定こども園（保育部分）
■保育の必要性／次のいずれかに該当すること

新規・転所入所申込（対象年齢はＨ 31.4.1 時点の子の年齢）
対象年齢 対象施設 受付場所

3～ 5歳
保育の必要性あり

認定こども園倶知安幼稚園（保育部分）
認定こども園藤幼稚園（保育部分）
認定こども園めぐみ幼稚園（保育部分）

福祉医療課
福祉係（保
健福祉会館
内）0～ 2歳

保育の必要性あり
くっちゃん保育所ぬくぬく
認定こども園倶知安幼稚園（保育部分）

継続入所申込（対象年齢はＨ 31.4.1 時点の子の年齢）
対象年齢 対象施設 受付場所

1～ 2歳 くっちゃん保育所ぬくぬく

各利用施設
認定こども園倶知安幼稚園（保育部分）

3～ 5歳
認定こども園倶知安幼稚園（保育部分）
認定こども園藤幼稚園（保育部分）
認定こども園めぐみ幼稚園（保育部分）

①保護者が就労している
②母親が妊娠中または出産後間もない
③保護者が病気中または障がいがある
④同居または長期入院などをしている親族の介護や看
　護をしている
⑤災害復旧にあたっている
⑥求職活動をしている
⑦就学または職業訓練中である
⑧虐待やＤＶの恐れがある
⑨育児休暇取得中にすでに保育を利用している子ども
　の継続利用が必要である

新規 Ｈ 31.4.1 からの保育を新規で申し込む方

転所 現時点で保育を受けており、現在の施設からの転所を申し込む方

継続 現時点で保育を受けており、現在の施設の利用を継続して申し込む方

■申込受付期間／ 11 月 5日㈪～ 30 日㈮
■申込方法、受付場所／右表のとおり
■新規申込書などの配布／ 11 月上旬頃から福祉医療
課福祉係および各施設に設置予定

問福祉医療課福祉係☎ 23 ー 0500

認定こども園（教育部分）（平成 31年 4月入園）
■入園願書配付／ 11 月 7日㈬
■入園願書受付／ 11 月 21 日㈬ 14 時～各幼稚園
問倶知安幼稚園☎ 22 － 1354、藤幼稚園☎ 22 － 1733
　めぐみ幼稚園☎ 22 － 1276

問まちづくり新幹線課☎ 56 － 8012
問後志総合振興局建設指導課☎ 23 － 1373

をすることが面倒になっ
てしまいがちですが、こ
ういった機会を活用して
冬の健康づくりをしませ
んか。

問同事務局（総合体育館内）☎ 22 － 2288（石田）
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パリの人々

柴
しば

 　勤
つとむ

館　長

㈰

☎

☎

㈯

㈯

㈯

㈰

㈯
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▲金属製丸火鉢▲木製角火鉢



ようかいしりとり あしにょきにょきと
きょうりゅう

もしときサバイバル術 Jr. 池上彰の
はじめてのお金の教科書

おくはらゆめ 深見春夫 片山誠／高橋未来 池上彰／ふじわらかずえ

宴の前 地球星人 居酒屋ぼったくり 10 狭い部屋で
スッキリ心地よく暮らす

堂場瞬一 村田沙耶香 秋川滝美
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影響が出ており、今後は災害に強い農業施策を推進し

なければと考えています。

　9 月 30 日に第 4 回リバーパークマラソン記録会を

実施。親子で走る参加者が年々増え、私も 5kmに参

加しました。来年は皆さんも参加しましょう。

　来年 10 月の G20 観光大臣会合に向け、10 月 12 日

に観光庁審議官を招き講演会を開催しました。今後も

さまざまな機運醸成の取り組みを行いますので、ご協

力をお願いします。

　また 11 月 11 日まで町総合文化祭を開催しており、

期間中ステージ発表や展示が行われます。文化、芸術

は世代を問わず心を豊かにしてくれますので、多くの

方に見ていただきたいです。

　10 月下旬から 11 月上旬にまちづくり懇談会を開催

しています。今日的な課題や今後のまちづくりについ

て皆さんと直接話すことのできる機会ですので、ぜひ

積極的にご参加ください。

　これからの時期、天候により道路の路面状態が大き

く変わります。早めのタイヤ交換と安全運転を心がけ

　今年の農作物収穫量は、昨

年から一転、低温や長雨、日

照不足、さらに台風などの影

響により、各作物が生育不順

となり大きく減じ、加えて、

来年の馬鈴薯の種芋確保にも

西江栄二

－20－

絵本館

公民館 3階図書室
10 ～ 17時（毎週月曜休館）
※ 11 月 29 日（木）は図書整理日のため休館

10 月 26 日（金）より図書室入口前にて古本市を開催中です（無料）

新着図書のお知らせ

10 ～ 18 時（毎週水曜休館）
※ 11 月 27 日（火）は図書整理日のため休館

今日は何を食べよう？

ポ カ ポ カ み ぞ れ ス ー プ

● 材料（4 人分）

①鍋に水、鶏肉を入れて煮、ア
● 作り方 1 人分 エネルギー 117kcal

塩　　  分 1.3g

大根 10cm 分（300g）、しょうが
1 か け、 え の き 1 袋、 鶏 モ モ 肉
1/2 枚、水 3 カップ、しょうゆ大
さじ 1 と 1/2、酒大さじ 1、みり
ん大さじ 1、塩少々、ネギ適量

プラス１皿、野菜料理を増やしましょう♪
　7 月の「いきいきライフ検診」の食生活アンケートでは
587 人に回答いただき、その中で、野菜の１日摂取目標
量 350g 以上を食べている人は、わずか 3.2% でした。
　検診を受けた方の半数が、野菜料理をもう１皿増やす
と１日の摂取目標量を達成します。料理が大変であれば、
トマト 1/2 個、小きゅうり 1 本などでも大丈夫です。

寒い季節は、野菜たっぷりのお味噌汁やスープをつくっ
ておくのもおすすめです。今月のレシピでは、１杯で１
日に必要な野菜の 1/3 を食べることができます。

栄養士　岩井麻未

▲リバーパークマラソン
　大会にて（9 月 30 日）

ましょう。

クをとる。
②大根、しょうがはすりおろし、えのきは石づきを取って、

3cm の大きさに切り、ネギも小口切りにしておく。
③①の鶏肉に火が通ったら、えのき、大根、しょうがを

入れて煮る。
④調味料を入れて味を調える。
⑤お椀に入れ、ネギを盛り付ける。
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